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対象となる試料・診療情報 
「臨床検査の測定及び診断技術の向上プロジェクト 検体（診療上の採取血液等）の
研究利用についての同意書」により同意の得られた試料提供者の試料・診療情報 
   ■血液試料 
    ■血清 
    （⻄暦 2019 年 4 月 1 日 〜 2020 年 8 月 31 日までに保管された試料） 

■臨床情報（傷病 CD、既往歴 CD、投薬歴、その他（手術コード）、性別、 
                           年齢、検査結果） 

研究の目的、意義 
神経は様々な刺激に応じて活性化し，神経活性化に応答していくつかの神経活性化関連
因子の発現量が変動することが報告されている．実際に動物を用いた基礎研究において，
神経に作用する薬剤の投与により，当該因子の血中濃度が変動することが報告されてい
る．⼀⽅で臨床研究においては，当該因子の臨床検体間のバラツキについては⼗分に解析
されておらず，さらに薬剤による当該因子の薬⼒学的マーカーとしての有用性に関して
は不明な状況である．我々はこれまでに実験用動物の血漿を用いて当該因子の検出可否
を検討し，検出系を構築した．動物を用いた基礎研究において，神経に作用する薬剤の投
与により，当該因子の血漿中濃度の変動を⾒いだしている．本研究では，臨床検体中の当
該因子の濃度を測定し，検体間のバラツキや薬剤応答性を解析する事で薬⼒学的マーカ
ーとなり得るかどうかを検証することを目的とする．本研究により，血清検体における当
該因子の臨床検体間のバラツキや薬剤応答性の情報を取得することができ，これらの情
報の活用により臨床試験が円滑に推進され，病気に苦しむ患者様に対して，新たな治療オ
プションを早期から提供することに繋がると考えられる． 
実施⽅法 
神経に作用する薬剤を服用した患者血清検体を⼊手し，当該因子の濃度測定を⾏う．薬剤
応答性を確認するため，異なる作用機序を有し，当該因子の発現量に影響を及ぼさないと
推察される別の薬剤を服用した患者血清検体を比較対照とする． 

 


